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議題（１） 令和３年度の状況について 

 

 

１ 入館者数（開館日数） 

月 開館日数 入館者数 備考 

４月 ２６日間 ３，０３４人 企画展「歴史へのいざない」開始（4/24～） 

５月 ２６日間 ２，１００人  

６月 ２６日間 ２，３５１人 企画展「歴史へのいざない」終了（～6/6） 

７月 ２７日間 ２，８６８人 企画展「戦時下の刈谷」開始（7/17～） 

８月 ２６日間 ３，１１８人 企画展「戦時下の刈谷」終了（～8/29） 

９月 ２５日間 １，３９５人  

１０月 ２７日間 ３，２５５人 企画展「豊臣秀次」開始（10/9～） 

１１月 ２４日間 ３，２７９人 企画展「豊臣秀次」終了（～11/21） 

１２月 ２４日間 １，４０９人  

１月 ２４日間 １，４７５人  

２月 ２３日間 １，２７２人  

３月 ２７日間 ３，５０６人  

合計 ３０５日間 ２９，０６２人  

 

４月２９日（開館５６５日目） ９万人達成 

８月２６日（開館６６７日目） １０万人達成 

１月６日（開館７７４日目） １１万人達成 
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２ 企画展開催事業 

刈谷やその周辺の地域の歴史に関して学ぶ機会や、遠方の歴史資料を借用公開することでさ

まざまな歴史資料に触れる機会を市民に提供。 

 (1)  歴史へのいざない-佐藤コレクションの魅力- 

ア 会  期 令和３年４月２４日（土）～６月６日(日)  （開催日数３８日間） 

 ※令和２年度新型コロナウイルス感染症拡大防止のため延期となり、令和３年度開催した。 

イ 観 覧 料 無料 

ウ 観覧者数 ３，２５９人 

エ 展示品数 ４５点 

  オ 印 刷 物 ポスター、チラシ、解説パンフレット 

  カ イベント 講演会 

・５月４日（火・祝）「惟任（明智）光秀と丹波―その攻略と統治の展開―」 

講師：柴裕之氏（東洋大学文学部非常勤講師）（聴講４７人） 

         ・５月２９日（土）「秀吉と家康」 

講師：跡部信氏（大阪城天守閣研究副主幹）（聴講４２人） 

展示説明会 

・５月９日（日） 

講師：山下智也（当館学芸員）（聴講２３人） 

この他に判じ絵クイズラリーや、簡単工作（組立絵を作ろう）を実施 

 

(2)  戦時下の刈谷-人びとの暮らしと記憶- 

 ア 会  期 ７月１７日（土）～８月２９日（日） （開催日数３８日間） 

 ※令和２年度新型コロナウイルス感染症拡大防止のため延期となり、令和３年度開催した。 

イ 観 覧 料 無料 

ウ 観覧者数 ４，０９９人 

エ 展示品数 １５０点 

  オ 印 刷 物 ポスター、チラシ、解説パンフレット 

  カ イベント 講演会 

・７月３１日（土）座談会「戦時下での暮らしと、その後」 

出演者：柘植豊徳氏（元小中学校教諭）、 

山田孝氏（刈谷市文化財保護審議会会長） 

コーディネーター：井筒康人（刈谷市郷土資料館学芸員）（聴講４７人） 

イベント 

・８月７日（土）おはなし読み聞かせの会 全２回 

協力：おたまじゃくしの会（参加延べ３７人） 

・８月２２日（日）ミュージアムシアター「この世界の片隅に」上映 全２回 

 （参加延べ３２人） 

この他にギャラリートーク、郷土資料館と共催でクイズラリーを行った。 
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(3)  豊臣秀次－刈谷に新時代をもたらした関白殿下－ 

ア 会  期 令和３年１０月９日（土）～１１月２１日（日） （開催日数３８日間） 

イ 観 覧 料 一般（高校生以上）３００円、中学生以下・障害者及び付き添い 1 名は無料 

ウ 観覧者数 ３，５２２人 

エ 展示品数 ３７点（重文２点、京都府指定２点、刈谷市指定５点含む） 

  オ 印 刷 物 ポスター、チラシ、図録（有料頒布、１冊１，０００円） 

カ イベント 講演会 

・１０月２３日（土）「豊臣秀次と尾張・三河」 

講師：播磨良紀氏（中京大学教授）（聴講６４人） 

・１１月６日（土）「秀次切腹と豊臣政権」 

 講師：谷徹也氏（立命館大学准教授）（聴講６３人） 

展示説明会 

・１１月１３日（土） 

   講師：山下智也（当館学芸員）（聴講２３人） 

  イベント 

  ・１０月３０日（土）「豊臣秀次が愛した“能楽”って何だろう？」中止 

   講師：愛知教育大学能楽部 

  この他に、ギャラリートークを実施した。 

 

３ 常設展開催事業 

歴史ひろばのテーマ（刈谷の縄文時代、刈谷藩と城下町、刈谷発の近代化）ごとに刈谷の歴史

に関する実物の資料を常時公開。また年４回展示替えを行い、展示替えごとにギャラリートー

クを行った。 

 (1) 特集展示 ７月～９月「戦時下の刈谷」関連展示 

 (2) 展示替え ７月、１０月、１月、３月 

 (3) ギャラリートーク参加人数 延べ１３人 

 

４ 参加・体験型歴史文化教育普及事業 

郷土の歴史文化に対する誇りと愛着を育むため、市民が歴史文化について学ぶ機会を創出。 

(1) 歴史文化体験講座の開催 

５月から毎月１回開催 （全１０回） 

参加人数 延べ３１９人 

例）香袋を作ろう（お香入門）、有松・鳴海絞り体験 など 

(2) 簡単工作（土日祝） 

はにわストラップ、オリジナルうちわ、折り紙「かきつばた」「寅」 など。 

参加人数 延べ１，５７４人 
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 (3) ミュージアムシアターの開催 

ア 映画上映 

企画展「戦時下の刈谷」関連イベントとして、映画「この世界の片隅に」を上映。 

    イ 講座室上映 

     刈谷ゆかりの人物や事柄、企画展に関する映像を上映した。 

     「ビデオ広報かりや カキツバタ」「刈谷偉人伝 水野勝成」など。 

(4) 出前講座 

教育委員会生涯学習課を通して依頼。学芸員が刈谷の歴史のテーマに沿って、依頼元で

講座を行った。 

 (5) 古文書解読講座（初級編） 

学芸員が交代で講師となり、１～３月にかけて全５回の連続講座を実施。 

修了者 ２０人 

 (6) 特別イベント「甲冑まつり」を開催 

    現代の甲冑師が製作した甲冑を展示し、甲冑の仕組みなどに触れる機会を設けた。 

    会期：３月２３日（水）～４月３日（日） 

 

５ 小中学生の館内見学・体験学習の支援 

 小中学生を対象に見学の機会を提供し、郷土の歴史文化に関する学習の支援。 

(1) 中学校１年生の「歴史ひろば」「お祭りひろば」及びバックヤード見学（５～７月） 

 (2) 子ども歴史体験講座 

    歴史に関する話やクイズ、体験講座を開催。 

     ６月 1 回 ／ １０～１２月 全３回（連続講座） 

 (3) 夏休み子ども歴史相談 

    歴史に関する質問を学芸員が回答する機会を設けた。全２回 

     

６ 博物館事業の啓発・広報 

 (1) 歴史博物館ホームページ 

展示やイベント、利用案内、交通アクセス等の情報を掲載。 

 (2) 市民だより 

企画展や関連するイベント、歴史体験講座の案内等を随時掲載。 

かわら版・歴史散歩（収蔵品を紹介、毎月１日号）。 

 (3)  博物館ニュース 

企画展の案内や企画展に関する小論等を掲載。 

年３回発行。９月末、１２月末、３月末に発行。  

 (4) かわら版 

    夏休みに合わせたイベント周知のかわら版を市内小中学校に配布した。 

    また、かわら版を持参した人にオリジナルグッズを進呈。マグネット配布数：１１３件 
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 (5) 年報 

博物館の概要・組織、その年度の予算・実施事業・活動結果報告などを掲載。 

１０月１日に第２号を発行。（郷土資料館分と合冊） 

またホームページにも掲載。 

 (6) 研究紀要（有料） 

刈谷の歴史に関わる調査研究や、博物館の活動成果を掲載。 

３月３１日に第２号を発行。 

 (7) 物品販売 

当館開催の展覧会図録や刈谷市史、発掘成果報告書、市史関連ＤＶＤ刈谷偉人伝等を販

売し、調査・研究成果を広く普及・啓発。 

当館 PR のためオリジナルグッズを製作・販売。 

 

７ 市史資料整理活用事業 

(1) 市内外に存在する資料の調査・収集・整理・保存 

   正覚寺所蔵資料、永源寺所蔵掛軸、亀城小学校の所蔵資料、ほか調査を行った。 

 (2) 収集資料の閲覧用紙焼本の製作 

    依佐美送信所文書（一部） 

 (3) 資料閲覧室における閲覧対応 

    入室者数 延べ７５５件 

    閲覧者数 延べ１４３件 

    出納件数 延べ４１１件 

 

８ 発掘調査出土遺物整理活用事業 

(1) 出土遺物の注記・接合作業 

(2) 宅地建設等に伴う試掘、及び緊急発掘調査 

(3) 発掘調査成果をまとめた報告書の刊行 

(4) 井ケ谷古窯群分布調査 

 

９ 資料の寄贈・寄託 

(1) 個人宅や寺社等からの依頼による調査  ２０件 

(2) 資料の寄贈・寄託手続き 

   寄贈２２件 ／ 寄託 ０件 

 

１０ 資料の購入 

 資料収集方針に基づき、刈谷の歴史に関わる重要な資料を古書店等から購入。 

・月岡芳年「月百姿 おもひきや...秀次」１点 

   ・「関ケ原合戦絵巻」上下２巻 （※８月に購入検討委員会を開催し、購入） 

・「東宝双六」ほか 昭和３０年代の双六 計８点 
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１１ 博物館資料の保存管理 

(1) 館内の適切な温湿度環境の維持及び虫害の防除（通年実施） 

  ＩＰＭの手法を用い、館内のモニタリングと虫害防除策を実施。 

(2) 収蔵品の修復、及び什器の制作 

   修復資料 

   ・稲垣錦荘筆「百事大吉図」 

   ・澤梅谷筆「山水図」 

   ・「大正新田開墾沿革の図」 

(3) 資料の燻蒸（令和３年度２回実施） 

     受贈資料を中心に、虫害の発生が懸念される資料に関して、環境負荷の少ない方法での燻

蒸を実施。 

 

１２ 学芸員による調査・研究 

 各自の専門分野を生かし、博物館資料や刈谷の歴史に関する調査・研究を行った。その成

果の一部を常設展や企画展の展示、研究紀要にて発表。 

    研究紀要 第２号 目次 

［論文］ 

・富士松村の成立と学校統廃合  ………………………………………… 井筒 康人 

［資料紹介］ 

・刈谷市内に所在する重原藩（旧福島藩）藩主板倉重矩関係資料について 

附「女御御入内御覚書之留」翻刻  ………………………………… 長澤 慎二 

・中島家文書所収 畠山氏関係および中近世移行期史料  …………… 山下 智也 

［研究ノート］ 

・浮世絵における池鯉鮒宿の描かれ方について－東海道物を中心に－… 永井 優香子 

・刈谷市中条遺跡採集とされる石器について …………………………… 野村 啓輔 

 

１３ 郷土資料館との連携 

郷土資料館における展示、歴史博物館常設展示において学芸員及び指導主事により連携を

図った。また夏休みのイベントとして郷土資料館と連携してクイズラリーを行った。 

  

１４ その他 

 (1) 団体見学・視察受入 

教育 刈谷市新規採用教員、東郷町高嶺小学校、富士松南小学校、東刈谷小学校、知立市教

育委員会、住吉小学校、朝日小学校、かりがね小学校、城のうさぎ保育園、桜花学園

大学 

研究会 南山大学人類学博物館フィールドワーク参加者 

その他 知多市中部公民館、更生保護委員会、手話サークルもみじ、伊勢豊流礼法、熊老壮会 
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(2) 刈谷城盛上げ隊の出演 

  エントランスロビー等でグリーティングを行い、来館者との触れ合いの場をもうけた。 

  実績 １１回  

(3) 来館者１０万人達成イベント 

  歴史博物館の来館者が１０万人を超えたことを記念し、８月２８日にセレモニーを開催し、

当日に来館した代表の家族に記念品を贈呈した。 

(4) ミュージアムラリーに参加 

  近隣の美術館・博物館５館連携の“過去を調べて未来をさぐろう 「みらいの博物館（ミ

ュージアム）ラリー」”に参加 

  主催：高浜市やきものの里かわら美術館 

  期間：１１月１３日（土）～１月１６日（日） 

  参加館：高浜市やきものの里かわら美術館、安城市歴史博物館、 

      西尾市岩瀬文庫、西尾市立一色学びの館 

(5) 来館者アンケートの実施 

  ・期間：通年【別紙１】 

      企画展「戦時下の刈谷」期間中アンケート【別紙２】 

      企画展「豊臣秀次」期間中アンケート【別紙３】 

  また期間限定でアンケート強化月間を設けた。 

  期間：７月１７日（土）～８月２２日（日） 

  対象：一般用（一般の回答者にオリジナルグッズを進呈） 

小中学生用（特に進呈はなし）【別紙４】 

   

 


